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〔１〕はじめに

私達は、本校研究紀要第14災（】９７３）において、「理科における中学校・高等学校一貫学

習指導計画について（第２報）」を発表し、６ケ年一賞学習計画の全教科とのバランスに立っ

た具体案を示した。との計画案は他教科との学年Illill}I配分の都合上、理科としては不満足では

あったがそのま秘の形で火施されて来た。

６ケ年－１１１カリキュラムを実施して来て第３年次に入ったので、卵３学年までのそれぞれの

災施状況を報(1ｹするとともに、その中から1111麺点を指摘しておきたい。さらに、iiilIjlの報告で

ｉＭれていた地学分野の計画と火施』｡録についても棚〈ＩＦしておく。

カリキュラムが逐年進行の形で進められていく１１'で、各分野に共i、して見られる1111題点とし

ては次の如きものがある。

ア．教科背が充分利用できず、Ｉ１ｌｆには戦科Tl;にない部分を学１Wするに当り、その度にプリント

を作成配布して授業を進めて来たが、生徒にとっては戸惑いが多かったように見受けられる。

戦師側にとっても大変な努力が婆る゜

イ．授業内容の配列が教科１１F通りでないことは、４１:徒にとってば特に敬科杏にない部分の学習

方法や、参考ｌｆ、１Ｍ}題集など利川など、学習上の陣諜が多い。

ウ．学習内容に即した具体的授業刀法の細部のill･面Wz案、学tWl容の脇1度の検誠など多くの時

間が必要で、少人数ではカリキュラムの進行スピードに'111に合わないmiがあり、したがって、

その部分をＩⅡ当した授業者の独iIiH的な指導i}Ｍｌｌｉに陥りやすい欠点がある。

エ．他教科、ＪＭ科内での横の迎絡が充分でなく、！［いに検討する時1111が少ない。

さらに、これらの実際的な問題に/jⅡえて、カリキュラムの内容１ｍから見るとき、

オ．第５学年での物理４単位のHtlW･…･･４単位必修が困難ではないか。

力．第６学年での理科一般３ｍ位のIMM習……これを選択する生徒は受験に理科を必蝶としない

生徒であり、内容の設定をh`liiIi(に行う必要がある。

この２点については、他教科との時間配分のllI11uuを含んでおりlH1RLiは綾雑だが、改沸の必要

を盤じている。

以下、実施did録と各分野での1111mn点を示しておきたい。何しろ少人数での作業故、カリキニ
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ラムの内容、実施方法等何かと欠陥が多いに迎いない。諸賢のご批判とご指導をiりて改灘して

ゆきたいと考える。

〔２〕理科Ｉ

物理は主として現象的な面を扱い、化学では、現象およびそれから晧本的概念を導く過ｲﾋﾞを

重視して扱うこととした。単に知識の注入に終ることのないよう、時間にゆとりを持たせ、で

きるだけ多くの実験を行ない、多くの物質やその現玖に『1接触れることができるようにした。

実施しての問題点として、次のことがある。

ア．第１学年の岐初に科学の方法を知るための剛元を設けたが、素材の選択によ')－Niの工夫

が必要である。

イ．エネルギーについて、これの定獄的な扱いは、商校物理での力学の基礎から入るのが迦例

であるので、ここでは全く扱わなかった。しかし、即科に於ける他分野とのlllljI1jを港えると、

エネルギー概念および物質の椛成に関する初歩的知識があった力がよいと思われる。

ウ．熱伝導、熱膨張、光の屈折、光の反射について小学校でも学習しており、【１１学段階の位irt

づけを明確にする必要がある。

エ．幾何光学の取扱について、全体のバランスから考えて時間を多くとりすぎているのではな

いか。（球面鏡の反射など）

オ．第３学年の「物質と原子」に於いて、化学の歴史的発達の過程に従って、ｌｉ(子、分子の概

念を導入しようとしたが、生徒は書物等で得た知識をもとに、結論を急ぐ域『ﾘがある。即ち、

過程よりも、現在、原子分子がどのように考えられているかを求める傾向が強い。

九化学変化に触れる機会が少い゜そこで、邦３学年に代表的な気体の化学的性質を調べる項

目を新たに股けたが、第1,2学年の段階でも化学反応のilii白味を味わせたい゜

以上の問題点をかんがみて、ある程度の内容の入れかえが早急に必要と思われる。

｢理科Ｉ」の実施記録

ｍきり）岳

のI湛解面U後@
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学年 項目 内容 実験・観察 liii毒
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学年 項目 内群 実験・観察 M１考
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学年 項目 内雰 実験・観察 術考
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学年 項目 内群 突験・奴察 術考

２ エ．流体の圧力(8)

3．物質と粒子〔12〕

ア．気体の圧力と体樹3）

イ．拡散と溶瀕4）

ｳ．物質の三態と粒子(5)

軍刀と圧力

圧力の伝わり方

大気圧

ボイルの法11リ

気体の拡散

液体の拡散

溶解

拡散と粒子の連動

溶解と粒子の迦動

気体の圧力と粒子の

運動

熱と粒子の述助

水の11：刀についてiiMlべろ。

流体中のｌｌｉ刀の仏わり方

を観考する。

トリチェリーの災験

サイホン

円筒に入れた賢(体の体硫

と外力のI1U係を調べろ。

製茶の拡散を観察する。

硫陵銅祷液の拡１１１(を観察

する ｡ 

過マンガン餓カリウムの

溶解をlilU察する。

ブラウン述助をuM察する（

女(体分子迎助実験器で洲

くる ◎ 

気体分子逆助奏験器で調

くる Ｃ 
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学年 項目 内容 実験．ｈＭ察 備考
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〔３〕生物

６か年一画カリキュラムが実施されてから３年が経過した。その間、学習指導計画にそって

試行錯誤を繰り返しながら学習が進められてきたが、具体的にカリキュラムを腰IllIしてゆくな

かで、いくつかの問題点がうきほりにされてきた。そのうち、生物分野（とくに分緬）につい

て述べてみることにする。

まず、節１，節２学年で生物の分類を中心に学習（一貫カリキュラム表参照）させているが、

系統的な理解がさせにくいと同時に、生物のあるがままの状態を生徒達に示すことができにく

く、一つの生物を自然（生態系）からきり離して学習が進む傾向になること。そのこととも関

連して、授業（とくに動物の分類）が同じパターンの繰り返しになってしまい、蝋調になりが

ちであること。

また、観察材料の得られる季節に観察させることが必要であるが、７月に教育実習があり、

実習生には教科醤にある内容を生徒述に指導してもらいたいという意図から、実際に学習させ

る時の配列はさらに変更せざるを得ない場合も生じてきたとと等があげられる。

こうした問趣をより良く改める為には多方面からの検討が必要となるわけであるが、とくに

分類指導については、野外での観察をどのように取り入れてゆくかが問題であり、１Ｍ鯛に流れ

3６ 

学年 項目 内容 実験・観察 １１Ｗ埒

オ気体の性闘7）

カイオン(７）

アポガドロ数

化学式、

モノレ

気体の生成と性質

水溶液からの気体の

発生

原子の榊造

電解質と非咽解質

電気分解

イオンモデル

イオン式

沈殿反応

アンモニアを作り性質を

調べる。

二鹸化炭素〃

塩化水索〃

険極線の性質を観察する｡

電気を通すものと通さな

いものを調べる。

希塩酸の電気分解

沈殿のできる反応を調べ

ろ □ 

プリント

③ 



がちな授業に変化を与えるためにも、検索表、図鑑の活用のさせ刀、生徒自身の作業段階の内

容の検討等が当uliとくに力を注がねばならない研究課題になっている。
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学年 項目 内窓 実験・観察 備考
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学年 項目 内容 実験・観察 備考

１ 

4．動物の世界〔52〕

ア．原生動物4）

イ．海綿動物(4)

こう袋よう

ｳ．腔腸動物4）

細菌のはたらき（分

解者としての役割を

ふまえた取扱い）

植物分類のまとめ

生活場所

体のつくり、ふえ方

働き

種類

生活場所

体のつくりと特徴

ふえ方

種類

原生動物との比較

生活場所

体のつくりと特徴

ふえ方

種類

海綿動物との比較

ゾウリムシの観察

体のつくり、大きさ、

動き

海綿動物の標本の観察

骨片の観察

実物標本の観察

ヨロイイソギンチャク．

カツオノエポシ、シ□

ガヤ、サンゴ

トド

トド

トド

ン○イ

ンムイ

ンイ０

Ⅱクーブ

Ⅱ〃｜フ

Ⅱグニフ

プス

プス

ブス

にＪ１■洞口’
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学年 項目 内群 実験・観察 備考
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学年 項目 内容 実験・観察 備考

２ 

5．生物と、境〔22〕

ア．生物と環境1０

ｲ．生物相互の関鳳5）

ｳ．自然界の移りかわり(5)

エ．自然環境の保麹2）

ふえ方（魚類、

両生麺、ハ虫類

鳥類、＊乳類）

体のつくりとはたらき

(消化器、砺環器、

呼吸器、排水器、神

経筋肉）

生物と環境の相互作用

水平分布と垂直分布

潮間帯にみられる帯

状分布

野草方形区の移りか

わり

生物どうしの簸争と

たすけあい

食物連鎖

生廠者・消潤者・分

解者

生物、ピラミッド

天敵

生物群典の移りかわ

り

季節による移りか

わり

長い年月による移

りかわり

溶岸地粥での植物

の移りかわり

湖沼地｜|}での植物

の移りかわり

カエルの観察

(外部形態、内部形態、

精子）

ヒトの棋型

タラコの数を数える

アズキの成長と光の条件

に関する実験

校庭における方形区内の

植物のうつりかわり（４

月、６月、９月）

プリント

スライド

プリント

スライド

プリント

16画映画

森林の

おいたち



）地学

ＩＤはじめに

現在の受験体制のもとでは、とかく地学分野は軽視されがちであるが、公害とか自然破壊

等、今日自然と人間のかかわり方がいろいろと問題となっており、そのような問題を考える

うえに、地学教育の亜要性は今後ますます強く露識されるようになると考える。そこで、中

高の間の無駄を省き人類の生存の場としての自然を系統的に指導するということから、第３

学年において、中学理科の卵２分野の地学部分と高校の地学Ｉを総合したカリキュラムを週

３単位で組むことになった。以下その学習指導叶画と現状および問題点を報告する。

(2)学習指導計画

カリキュラム編成の基本方針は、次の３点である。

ア指導内容を系統的に配列すること。地学の分野を大きく、間体地球、大気と海水、宇宙

の３分野に分け、それぞれの分野の指導内容を、①構造、②概造物質、③現象（エネルギ

ーの流れ）、④進化の順に配列した。なお大気と海水の進化は、宇宙の分野との関連があ

るので、－番般後に指導する。

イ実験、観察を重視し、その結果をもとにして指導を進めていくこと。授業時間内では、

とり扱えない実習として、次のような実習を行なう。

①グループによる毎日の天気図の作成②継続的な星座、惑星、月日の出入りの観察

③地価、岩石の野外観察④岩石薄片の作成と顕微鏡観察

以上のような実習の他に、できるだけ日常の授業においても実験、観察を取り入れ、書物

や教師から学ぶのではなく、生の自然から学ぶということを71t祝した。

ウ自然と人間のかかわり方を考えること。今までは、資源の開発や防災という見地から地

学を考えることが多かった。もちろんのことは、たいへん11t要なことであるが、人間がど

んどん自然を変化させている今日、100年、200年いやもっと先の人類の将来を考えたう

えで、現在人間は自然といかにかかわっていくべきかということは、それらと同橡非常に

重大な問題である。このようなことを地学を学ぶなかから考えていけるようにした。

学習内容は、次の表に掲げたとおりであるが、次にその解説を行なう。

岐初に、天気図の書き方と天体観察のやり方を指導し、継続的に実習を行なった後、それ

ぞれの学習に入る。したがって、固体地球、大気と海水、宇宙のlllHに指導を進めていくこと

になる。また岐後に宇宙における－つの存在として地球なり人類をみる必要性から、－番後

で宇宙の学習をするのは都合かよい。

固体地球の分野では、岐初に固体地球の補遺について指導する。ここでは、初めに天文学

的な事実や測地学的な事柄から地球の形、大きさについて指導し、次に地球の内部柵造に入

る。迩力や地展波はそれらを探る手段としてとりあげ、地震現象そのものについては、後の

地球内部のエネルギーのところで指導する。それから固体地球の綱成物質を指導する。ここ

では、まず観察中心に鉱物、岩石の基礎的な指獅を行ない、吹に地球の各部分の榊成物質に

入る。岩石の成因的なことは、後のマグマの活動のところや地球の進化のところで指導する。

〔４〕

（１） 
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次に地球内部のエネルギーの流れとして地腱活動、マグマの活動を指導し、熱流や測地学的

な大地の動きも軽くとりあげる。岐後に地球の進化について指導する。ここでは初めて、太

陽からのエネルギーが同体地球表面に起している現象として流水の作用をとりあげ、それか

ら地屈の指導に入る。今までの指導でだいたい現在の地球に起っている現象をすべてとりあ

げたことになるので、このことを穂みJIiねとして、化石や地質図の学習から、造Illjiluulや地

質時代の指導に入る。岐後に地球進化の一つの仮説として、大陸移動説やプレートテクトニ

クス説もとりあげる。

大気の分野では、岐初に大気圏の榊造について指導し、次に大気と水の循環のところで太

陽からのエネルギーの地球表面における大きな流れについて指導する。次に今までやってき

た天気図の実習をもとにして、大気中の橡々な現象、つまり大気中の水の変化や天気の変化

について指導する。

宇宙の分野では、股初にこれまでの天体の動きの観察から、地球の自伝や公転、太陽系の

栂造や運動について指導する。次に恒星の築団のところでは、太陽系から銀.河系へ、銀河系

から宇宙へとだんだん視野を広げていくことによって、岐後に宇宙の檎造を空間的に全体と

して理解できるようにした。恒星の性質のところでは、太陽をもとにして恒星をつくる物質

や恒星内部で起っている現象、恒星の種類について指導し、ＨＲ図を学習する基礎とする。

股後にＨＲ図から恒星の進化、銀河系外風雲の進化について指導し、全体としての宇萠のj進

化も考える。

最後に－年間の地学の学習のしめくくりとして、太陽系の発生と進化を指導し、人麺の生

存の場としての地球がどのようにして生れ、人類の住めるような環境がいかにして整えられ

てきたのかを学習する。これらのことを通して、自然と人類のかかわり方を考えたい。

(3)現状と問題点

以上のような指導叶画のもとに、今年度初めて第３学年で地学の授業を開始した。中商の

内容を総合することにより、今まで中学理科の中でなかなか一衝して行なえなかった地学分

野の学習指導が系統的に行なえるようになり、中高の間の無駄なiii複も避けられるようにな

った。また高校の地学の授業では中学の彼習をすることがしばしば必要となったが、今度は

その必要もない。全体的にみて､観察中心の基礎的な段階から高度な理論的な段階へ一貫して進

めるので、指導内容の地学分野全体での位inずけが容易となり、－貸した流れのもとに授業

ができるようになった。

したがって、生徒の方も従来の高一の生徒に比べ興味をもって授業を受けている者が多く、

学習態度もよい。また生徒の理解度は、同一の場合とあまりかわらず、地学Ｉの指導学年を

一年下げた影響はあまりないようである。次に実習の方は、受験というのを考えに入れなく

てよいので、労力は要するが興味のもてる実習をのびのびとやれるようになった。今年度初

めてとり入れた天気図のグループ研究も、次に述べるようにいろいろと問題はあるが、グル

ープで研究方法について十分討議を頭ね、各自作業を分担して、グループとして莉々と研究

成果をあげているグループもある。
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しかし、理科全体としての1181題の他に、-次に』｡iくるような'111題もでてき_ており今後の検討

を要する。

ア．内容が広範囲な允澪めに授巣時IlIlが足らない。したがって地学Ｉの全内容を授業でとりあ

げることができずも非常に硴大な1611題である。今後､単位をふやすとか学習内容を精選す

るなど考えて行きたい。

イ．高校の物班、化学、数学の刑I識が要求される簡所の指導が悶錐である。これは岡ｌの段

階で地学を術郷しても状況はあまり変わらず、他の分野とも'111辿してたいへんむずかしい

問題である。

ウ．現在の６年一貫カリキュラムでは、地学Ｕを選択できない力凡大学の入試を地学で受ける

生徒は不利である。

エ．天体や天凱図の実習を継統的に行なうのが悶難である。維に天気図の実習では、毎日天

気図を作成する必要があり、グループ内に一人でも怠惰な者がいるとグループ全体の実習

がむずかしくなる。実習方法、生徒の指導方法などいろいろ考えて行きたい。

KFOの詞仔去かたＩ藍

;鍵庇線一走時曲線Ｉ圏

班内部の鞍

閉、岩と】の密1匹応

IUER内周BCDp

ｎｒｌＺ酢
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学年 項目 内容 実験・観～察 １１Ｗ考

録音をＩＨＩいて天気図を聾

く

ひ

地形図による地球半径の‘

計算

地球の形……作図

鍵源のZ}､6ﾘj鱒発

等鍵度線、定時鰍
鉱物、岩石の肉眼観察｡

スケッチ

鉱物、岩石のMli微鏡観察

鉱物、岩石の密度測定

火【11喧出物のrM察 眼一研．。》｜民０〃『、、。‐‐－‐‐－‐‐。‐ロ－』ｑ’０□’■－１‐‐。〃二和０９‐－卜？‐。』フ｜ブスエス
|’ 

オ．地球の進Iul51 流水の作用と地価

化石と地質時代

断価と摺曲

流水の作lilと推積の実験

地属のiiM察、化石の実験

スライド

スライド



4６ 

学年 項目 円窓 実験・観察 備考

３ 

3．大気と海水〔15〕

ア．大気の櫛週１）

ｲ．大気と水の循鯛３）

ｳ．大気中のＺＫ４）

ｴ．天気の変化(７）

4．宇宙の構成と道化〔28〕

ｱ．天体の動き(５）

ｲ．太陽系(３）

ウー恒昆宇宙の概成と進

化(151

エ．地球と人麺５）

地質図

地向斜と造111迎I功

日本列島の歴史

大陸と海洋底

マントル対流とプレ

ートテクトニクス説

大気{閏の区分

気圧と風

大気の大旙環

水のiPi環

水の蕪発と凝結

雲、雨、雪

気団と前線

高気圧と低気圧

季節風と台風、梅雨

天気予報

天球

地球の自転と公転

太賜系の榊成と迎勤

恒星の災団

恒屋の性質

ＨＲ図

恒旦の進化

宇宙の進化

太陽系の発生と進化

大気と海水の歴史

地球と人類

地質図……作図

フーコーの振り子

太陽放射エネルギーの側

定

露点の測定、気化熱の川

定

雲の観察、スケッチ

天気図のまとめ

等温線

気象観測データーの薙理

天体観察のまとめ

火星軌道の作図

星雲の後退速度……図上

作業

太陽の黒点観察

ＨＲ図……作図

ＫＯ贋０ＫＤＤイイ０イー｜プ｜フ一ブススス


